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世界を変える行動人 

2024年までのロータリーの行動

計画は、「より大きなインパクト

をもたらす」、「参加者の基盤

を広げる」、「参加者の積極的

なかかわりを促す」、「適応力

を高める」ことです。 



2021－22年度国際ロータリー 

会長 シェカール・メータ 



「広げようロータリーの光を！」 

 2019年末から流行が始まった新型コロナウイルスの感染拡大は、世
界的なパンデミックとなって、我々の生活、仕事、そしてロータリーに
も大きな影響を与え、世の中に大きな影を落としました。「一隅を照ら
す、これ即ち国宝なり」これは伝教大師・最澄の言葉です。我々ロータ
リアンは、職業を通じて、社会への奉仕を通じて青少年の育成を通じ
て、社会の一隅を照らす光として輝いています。世界を襲うコロナ禍
にあって、我々一人一人が、希望を照らす光となり、その光の輪を広
げて行き、志を同じくする仲間を増やしましょう。今こそ世界がロータ
リーの光を必要としています。 

 

・安全・安心が第一 

 コロナ禍において、安全・安心な活動を行いましょう。 

・会員増強 

 2640地区の会員数を1800名に回復させましょう。 

・ロータリー奉仕デーの開催 

 ロータリー奉仕デーをクラブ、分区、地区で開催しましょう。 

・分区活動 

 分区会議を開催して、分区を、地域を元気にしましょう。 

・オープン例会の開催 

 ロータリーの会員候補者をお誘いする特別なオープン例会を企画しましょう。 

・クラブ戦略計画委員会 

 クラブに中長期の戦略を検討していく委員会を設立しましょう 

・クラブ危機管理委員会 

 危機に備え、クラブの継続に備える危機管理委員会を設立しましょう。 

・RLI 

 次世代のリーダーを育成するRLIを地区で開催します。 

・MY ROTARYへの登録 

 地区ではMY ROTARY登録率65%を目指しています。 

・ゼロクラブゼロ 

 地区内全てのクラブが、財団・米山への寄付を行うゼロクラブゼロを目指しています。 

 

※ 全文は、地区ホームページから、ご覧下さい。 

【ガバナーの基本方針】 （抜粋版） 

2021-22年度 国際ロータリー第2640地区 

ガバナー 豊岡 敬 

トレードマーク 



【藤井直前ガバナーへの感謝の言葉】 

 アメリカ・サンディエゴでの国際協議会に藤井

ガバナーは、かろうじて参加することはできま

したが、それ以降の1年半は、新型コロナウィルス

の世界的な感染拡大で、ロータリーも影響を受

け、親睦や奉仕活動、そしてハワイと台湾で予

定されていた2回の世界大会までもバーチャル

という形で制約を受けることになってしまいま

した。 

 私は、コロナ禍における藤井ガバナーを傍らから拝見させて頂くことによって、非常時下

でのロータリーの在り方、リーダーシップの発揮の仕方を学ばせて頂きました。ありがとうご

ざいます。 

 特に、2020年10月24日の「世界ポリオデー」に世界遺産高野山で執り行われた、ポリオ根

絶とコロナ終息の宗派を超えた祈りは、ホルガー・クナークRI会長から高い評価を受け、他地

区へのインスピレーションになりました。また、2021年3月28日に岸和田市・南海波切ホールで

開催された地区大会は、コロナ禍でのハイブリッド方式という制約を受けながらも素晴らし

い内容でした。 

 藤井ガバナーは、日頃「7月になったら普通のオバサンに戻る」とよく口にされていまし

た。ガバナー退任後の暫くは、愛犬のペコちゃんとの穏やかな時間を過ごさせることは結構

かと思いますが、ぜひパストガバナーとして更なるご活躍と飛躍をご期待しております。 

 藤井ガバナーお疲れさまでした。 

藤井ガバナーお疲れさまでした 

左から中野パストガバナー 

   豊岡ガバナー 

   藤井直前ガバナー 

   森本ガバナーエレクト 



 コロナワクチン接種の促進や感染拡大抑止に各地のクラブが取り組んでいます。 

 ロータリー会員は、ポリオを根絶間近にしてきた長年の経験を生かして、保健当局による新型コロ
ナウイルスやワクチンに関する情報伝達を後押しし、ワクチンに対する誤解をなくし、ワクチンの公
平かつ平等な配布を支援し、切迫した医療機関に防護具を寄贈するなどして感染拡大防止にあ
たっています。 



ポリオ根絶やコロナ禍終息への進展に 
 6月12～16日に開催されたロータリーバーチャル国
際大会は今年2回目の開催となり、何千人もの参加者
がオンラインで友情を築き、楽しいひと時を過ごしま
した。今回のバーチャル国際大会は、新型コロナウイ
ルスの世界的流行のために台北（台湾）での対面式の
国際大会が中止となったことを受けてオンラインで
開催されました。  

 20人以上の講演者、情報豊かでインスピレーション
あふれる分科会、インタラクティブな友愛の家やさま
ざまなバーチャルのアクティビティやエンターテイメ
ントが含まれたバーチャル国際大会には、約10,000人
が登録しました。  

 ホルガー・クナーク国際ロータリー会長は開会本会
議のスピーチで、旅行が制限されていたためにクラブ
やプロジェクトを訪問できず、支援や激励を提供する
ことが難しく、自らの会長年度が失敗に終わってしま
うのではないかと心配していたと述べた上で、「しか
し、問題と思われたことが利点に変わりました。毎日、
さまざまな場所のクラブをオンラインで訪問できたの
です」と振り返りました。1日で世界中のクラブや地区
を訪れることができたのは報いがあった。「バーチャ
ル環境では、一週間で12のロータリークラブとそのプ
ロジェクトを訪れることができました。とてもエキサイ
ティングで報いある経験でした。困難な年度に、皆さ
んが実施した活動をとても誇りに思います」  

 クナーク会長はまた、コロナ禍によって大きな被害
がもたらされ、多くの人にとって大切な人を失うとい
う悲しい結末となっていることにも触れ、「亡くなら
れた方々に思いをはせ、コロナ禍をできるだけ早く終
息させるためにできることすべてを行わなければな
らない」と語りました。  

 また、バーチャル国際大会ではシェカール・メータRI
会長エレクト、ジェニファー・ジョーンズRI会長ノミ
ニー、K.R. ラビンドラン・ロータリー財団管理委員長、
ジョン・ヒューコ事務総長が講演しました。 

 テドロス・アダノム・ゲブレイェソスWHO事務局長もビ
デオメッセージを寄せ、ポリオ根絶に引き続き取り組
むロータリーを称えました。「新型コロナが蔓延して
も、皆さんはポリオのない世界というビジョンを諦め
ないどころか、活動をさらに強化されました」 

 Gaviワクチンアライアンスのセス・バークリーCEOは、
コロナワクチンに関する最新情報を提供し、コロナ禍
によって停滞してしまった定期的な予防接種活動を
再開することの重要性について、世界で14のコロナ
ワクチンが承認され、14億人がワクチンを接種したと
し、これは「歴史上最大で最も複雑なワクチン開発」
だったと述べました。コロナワクチンへの公平なアク
セスを目的とした世界的な取り組みであるCOVAXを
共同主導しています。来年初頭までには、92の低所得
国に住む18億人以上にワクチンが届けられる予定と
なっているとバークリー氏は報告しました。これらの
人たちは、この取り組みがなければワクチンの利用が
できないと考えられています。 「コロナワクチンの利
用が拡大していく中、予防接種で得られたことを維持
していくことが大変重要となる」「コロナ禍でもたら
された荒廃から復活し、多様な状況や年齢にある人
びとが誰一人として置き去りにされないよう、活動を
より強化していかなければなりません」  

 バーチャル国際大会ではこの他にも以下の方々が
講演しました。 

・ブルース・アイルワード、WHO事務局長シニアアドバイ
ザー  

・エリウド・キプチョゲ、オリンピック金メダリスト／マラ
ソン世界記録保持者 

・バネッサ・ナカテ、気候活動家／Rise Up Movement
創設者  

・アナ・ロズリング・ロンランド、Gapminder財団副会長  

サンジ・スリカンサン、シェルターボックスCEO 

 本会議の司会は、ニュースキャスターでロータリー
会員のマーク・ライトさんでした。 











2021-2022年度 ロータリー賞 

ロータリー賞に関する留意点 

・ロータリー賞の手続きは、ロータリークラブ・セントラル内で電子的に行われます。 

・クラブは、丸１年(2021年７月１日～2022年６月30日)をかけてロータリー賞の達成に取り組みます。 

・ロータリー賞を受賞するには、クラブはその年度を通じて正規であり、瑕疵なき(人頭分担金の未
納がない)クラブでなければなりません。 

・ガバナーは、ロータリー賞の各項目に向けたクラブの推捗をＭy Rotaryから確認できます。 

・ローターアクトクラブとインターアクトクラブ対象のロータリー賞には、ロータリークラブ対象とほ
ぼ同じ項目が含まれています。ただし、若い世代用に若干の違いが加えられています。ローターア
クトとインターアクトの表彰状はＰＤＦ形式となり、賞への推薦は提唱ロータリークラブ会長がオン
ラインで行います。 

「意義ある奉仕賞」 

 「意義ある奉仕賞」は地域社会の重要な課題やニーズに取り込むプロジェクトを実施したクラブを
表彰する賞です。各クラブによって実施された１つのプロジェクトのみ、本賞の受賞対象となります。 

各クラブ会長から、１つのプロジェクトを地区ガバナーに推薦戴きたくお願い申し上げます。 

当地区で審査し、受賞クラブを決定します。 

推薦要件： 

 ・クラブが地域社会の重要な課題やニーズに取り組む社会奉仕活動 

 ・財政支援にとどまらず、多くのクラブ会員が直接参加した活動 

 ・地域社会にロータリーの公共イメージを向上させる活動 

 ・他のロータリークラブの活動の模範となる活動 

 ・国際的な活動も含めた活動 

 ・今年度に実施した活動（活動の開始／完了年度が今年度でなくてもよい） 

 ・１クラブ１申請に限る 

 ・以前に「意義ある奉仕賞」を受賞しているプロジェクトは、本賞の対象とはなりません。 

※ 推薦方法：別途ご連絡申し上げます。 



















 いよいよ2021‐22年度がスタートしました。各地区ガバナーの皆さん、クラブ会長はじめロータリアンの皆さん、今年も
よろしくお願いします。 

 昨年1年間は、ご承知の通り世界が「COVID-19」一色に染められたと言っても過言ではありませんが、様々な制約下に
あっても、ロータリアンはクラブの運営と活動に最大限の取り組みをして、素晴らしい結果をもたらし、日本のロータリー
100周年に相応しい年度だったと考えております。 

 さて、そうした中で今後更なる発展をしていくにあたっては、皆さんの地区、クラブの戦略計画は十分でしょうか？計
画についてはガバナー、そしてクラブの会長が中心になり、それぞれの地区や地域に相応しい内容になっているものと
拝察します。次は計画を如何に実行するかが肝要になりますが、取り組みには修正も必要です。その為には内部の方から
定期的に意見を聞き、実行と同時に間断なく状況確認を行うことが大切です。また、外部の力を必要とするときには是
非、我々地域コーディネーターをフルに活用してください。特に、戦略計画・会員増強についてはロータリーコーディネー
ター（RC）が数多くのアドバイスができるものと確信しています。とりわけ、今年度のシェカール・メータRI会長は、会員増強
にとても積極的な姿勢です。我々も目標の数値を達成し、未来のロータリーに継続していきたいと強く願っています。 

 先日、ローターアクターの方とお話する機会がありました。私がロータアクトの会員の女性と男性の比率はと尋ねたと
ころ、おひとりの方のクラブは5対5、もうお一人の方のクラブは6対4だとの事でした。「何故、ローターアクターは女性会
員の比率が高いのですか？」とお聞きしましたら、「女性はボランティアをしたくて入会しており、男性は多くの友人を作
り、交流をしたくて入会している」という返答でした。もちろん、男女共通の目的もあるでしょうし、多様性もあるかとは思
います。しかし、この差異はある意味核心を突いているかもしれません。例えばこのような視点やヒントが身近に数多くあ
るのにもかかわらず、そこに着目せず、結果、現状認識が不十分だという状況なのかもしれません。 

 また、ローターアクターの方々とロータリアンには若干の距離感が存在している場合があります。ロータリークラブでも
今一度視点を変えて考えなければいけないこともあるかもしれません。時代の変化で価値観も変わりますし、地域の特
性もあれば、会員構成の内容も異なります。今一度、現状認識を重視し、その年度や地域に相応しい地区・クラブ運営をし
ていこうではありませんか。 

 私たちRCは、第一地域・第二地域・第三地域の各地域にRC1名・ARC3名の4名体制で地域のお手伝いをさせていただき
ます。是非、直接ご連絡を頂き、協力をさせていただければ幸いに存じます。（第一地域RC菅原裕典・ARC田中久夫・ARC福
井敬悟・ARC石黒秀司 第二地域RC水野功・ARC神野重行・ARC松坂順一・ARC関邦則 第三地域RC滝澤功治・ARC中川基
成・ARC庄司尚史・ARC安増惇夫） 

第１地域  ロータリーコーディネーター  菅原  裕典（仙台泉RC） 

 

 

ロータリーのロゴの正しい使用方法を学んで下さい。 

 皆さんはロータリーのロゴという言葉を聞かれて、どのようなロゴを想像しますか？ブルーの文字でRotaryと 書いて
有り、隣に誇りのシンボルと呼んでいる歯車が黄色で描かれているロゴが頭に浮かんで来るでしょうか？ 

 強固なブランドを築くには、一貫したビジュアルアイデンティティが欠かせません。これは私達がロータリーのロゴを正
しく使うことによって実現されます。統一感のあるブランドを世の中の人々に示し、ロータリーとローターアクトに対する
人びとの認識と理解を高めるようにして下さい。ロゴの使い方の詳細は、My ROTARYに ログインして、＜ュース＆メディ
ア＞を選び、＜ブランドリソースセンター＞をご覧になることをお勧めします。 

 先ず、ロゴはデザインであり一つの塊として使うものであると理解して頂くようお願いします。フォント、色 使い、配置
なども細かく規定されています。これらの取り扱いについてはデザイナー、印刷屋さんが良くご存知です。自分達でロゴ
を分解して使うことは厳禁です。時々、歯車のマークを分解したり、歯車の中心に番号を入れたりして使っているのを見
かけます。これらは、やってはいけないことです。7月から新年度が始まります。慣 れない委員の方々が良かれと思って、
歯車の中にクラブ名や地区番号などを入れて使う事が有ります。注意してチェックをお願いします。 

 また、RIはクラブ、地区、ゾーンがロータリー公式ロゴを単体で使用することは認めていません。この事は多 くの方が
忘れています。クラブ、地区、ゾーンでロータリーのロゴを使用する場合、ロータリー公式ロゴにクラ ブ名または地区番
号、ゾーン番号を必ず入れるようにお願いします。複数の地区やゾーンの番号を入れることも できます。公式ロゴの上
または下に、クラブ名、地区番号、ゾーン番号以外の言葉を入れることはできません。 クラブ用、地区用、ゾーン用のロゴ
は、ブランドリソースセンターにあるテンプレートを使って作成できることを覚えておくと便利です。 

 協力団体、スポンサー、イベントとロゴを一緒に使いたい場合には組み合わせロゴが使用できます。組み合わ せロゴを
使う場合の規則もブランドリソースセンターで説明しています。 

 RLI（ロータリー・リーダシップ・インスティテュート）は、ロゴの中心に歯車のマークを入れていました。皆 様方の中にも、
RLIの全課程を履修して終了の証としてロゴバッチを贈られた方がおられると思います。RLIもRIか ら勧告を受けて、ロゴ
の中心を地球のマークに変更しています。また、米山記念奨学会も、RIの規程に則りロゴの見直しを実施しています。皆様
方におかれても、新年度のスタートに当たり、地区やクラブで使われていたロゴの見直しをされることを お勧めします。 
 

第１地域 ロータリー公共イメージコーディネーター 井原 實（さいたま新都心RC） 







 

 

  ガバナー月信は、地区と地区内クラブの情報交流を促進し、各クラブの運営、活動に活かせて

もらうため、情報収集に努めています。皆様の寄稿、ご協力をお願いします。 具体的には、記念事

業や特別例会、クラブ奉仕活動、親睦活動（家族会、親睦旅行、 同好会等）や会員増強等、職業奉

仕（講演会、講習会、視察等）、社会奉仕（清掃活動、福祉・教育支援事業等）、国際奉仕（友好クラ 

ブとの交流、各社会奉仕プロジェクト）、青少年奉仕（青少年交換、インターアクト、ローターアクト、

ライラ等）、そのほか、ロータリー財団、米山記念奨学会等の活動などの案内、募集、報告等の寄稿

をお願いします。 また、ご提供いただける情報は、文書面、 資料、写真をＦＡＸ、封書等又はメー

ルでガバナー事務所へご送付ください。 月信では、引き続き、国際ロータリー、地区、クラブの情

報をとりまとめ、掲載情報の収集等、紙面の充実に努めてまいります。 ご協力、よろしくお願いし

ます。  

国際ロータリー 

第2640地区 ガバナー事務所  

 

〒640-8331  

和歌山市美園町3-34 けやきONE 301号室  

TEL（073）426-2640  

FAX（073）426-2660 

e-

mail: toyooka@rid2640g.com 

JR和歌山駅西口から徒歩7分  


